
　

工学基礎・フーリエ解析とその応用　正誤表　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　 (2012年 8月 14日)

　

2ページ 9行目～∗

　誤（第２刷前）：


∫ π

−π

sinnxdx =
[
− 1

n
cos x

]π

−π

= 0∫ π

−π

cos nxdx =
[

1
n

sinx

]π

−π

= 0

　誤（第３刷後）：


∫ π

−π

sinnxdx =
[
− 1

n
cos x

]π

−π

= − 1
n
{cos nπ − cos (−nπ)} = 0∫ π

−π

cos nxdx =
[

1
n

sin x

]π

−π

=
1
n
{sinnπ − sin (−nπ)} = 0

　正：


∫ π

−π

sinnxdx =
[
− 1

n
cos nx

]π

−π

= − 1
n
{cos nπ − cos (−nπ)} = 0∫ π

−π

cos nxdx =
[

1
n

sinnx

]π

−π

=
1
n
{sin nπ − sin (−nπ)} = 0

　

14ページ 6行目 ∗

　誤：
∫ ∞

0

e−ax sin bxdx

　正：
∫ ∞

0

e−ax cos bxdx

24ページ 1行目 ∗

　誤：小の振動が見られる．これはギブスの不安定現象と呼ばれるもので

　正：小の振動が見られる．これはギブスの現象と呼ばれるもので

26ページ下から 2行目 ∗

　誤：という．

　正：という．なお，周期 2πの関数 f(x)が偶関数の場合には，上述の区間の拡張とは

　　　関係なく (2.22)式で表されるが，これもフーリエ余弦級数と呼ばれる．奇関数の

　　　場合も同様に (2.23)式で表され，これもフーリエ正弦級数と呼ぶ．
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50ページ 5行目 (3.33)式と 7行目 (3.34)式 ∗

　誤：A0

　正：A0

2

52ページ例題 3.2の解答中 (3.44)式の下１行目

　誤：g(x) =
{

1 (−π ≤ x < 0)
−1 (0 ≤ x < π)

　正：g(x) =
{
−1 (−π ≤ x < 0)
1 (0 ≤ x < π)

57ページ 12行目（(4.6)式の２行目の式）∗

　誤：=
1
2π

∫ 0

−∞
dτ

∫ ∞

−∞
f(t)eiτ(t−x)dt+

1
2π

∫ ∞

0

dτ

∫ ∞

−∞
f(t)eiτ(t−x)dt

　正：=
1
2π

∫ 0

−∞
dτ

∫ ∞

−∞
f(t)e−iτ(t−x)dt+

1
2π

∫ ∞

0

dτ

∫ ∞

−∞
f(t)e−iτ(t−x)dt

65ページ 11行目 (4.27)式

　誤：F [αf(x) + βg(x)] = αF (τ) + βG(τ)

　正：F [αf(x) + βg(x)] = αF (τ) + βG(τ)

73ページ 12行目 ∗

　誤：関数 f(t)は連続であるので，lim
t→0

f(x) = f(0)から．．．

　正：関数 f(x)は連続であるので， lim
x→0

f(x) = f(0)から．．．
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74ページ例題 4.5の解答中 (4.42)式の２行目から ∗

　誤：

　　　　

=
1√
2π

∫ ∞

−∞
(F [δ(x)]) eiτtdt

=
1√
2π

∫ ∞

−∞

(
1√
2π

)
eiτtdt

=
1
2π

∫ ∞

−∞
eiτtdt

　正：

　　　　

=
1√
2π

∫ ∞

−∞
(F [δ(x)]) eiτxdτ

=
1√
2π

∫ ∞

−∞

(
1√
2π

)
eiτxdτ

=
1
2π

∫ ∞

−∞
eiτxdτ

91ページ 10行目 ∗

　誤：一般区間 [0, 1]におけるフーリエ級数展開（(2.33)式を参照）

　正：一般区間 [0, 1]におけるフーリエ正弦級数（(2.23)式および (2.33)式を参照）

93ページ例題 5.2の熱伝導方程式で，∗

　誤：utt = uxx

　正：ut = uxx

101ページ下から 3行目 ∗

　誤：一般区間 [0, l]におけるフーリエ級数展開（(2.33)式を参照）

　正：一般区間 [0, l]におけるフーリエ正弦級数（(2.23)式および (2.33)式を参照）

111ページ 1行目 ∗

　誤：u(x, y) =
∞∑

n=1

αnun(x, y)

　正：u(x, y) =
∞∑

n=1

αn

(
enπx − e−nπx+2nπ

)
sinnπy
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111ページ 4行目 ∗

　誤：一般区間 [0, 1]におけるフーリエ級数展開（(2.33)式を参照）

　正：一般区間 [0, 1]におけるフーリエ正弦級数（(2.23)式および (2.33)式を参照）

121ページ 4行目～５行目の括弧内

　誤：f(t)と F (s)それぞれの導関数のフーリエ変換，フーリエ逆変換

　正：f(t)と F (s)それぞれの導関数のラプラス変換，ラプラス逆変換

118ページ表 6.1のキャプション

　誤：表 6.1　代表的な関数のラプラス変換表１

　正：表 6.1　代表的な関数のラプラス変換表１（a：実数）

118ページ表 6.1の (4)の項

　誤：

(4) eat 1
s − a

Re(a)

　正：

(4) eat 1
s − a

a

121ページ下から 4行目 ∗

　誤：=
∫ ∞

0

[
d

ds

{
e−stf(t)

}]
dt

　正：=
∫ ∞

0

[
∂

∂s

{
e−stf(t)

}]
dt

122ページ１行目～２行目の括弧内

　誤：
∫ t

0

f(τ)dτ のフーリエ変換，
∫ ∞

s

F (σ)dσのフーリエ逆変換

　正：
∫ t

0

f(τ)dτ のラプラス変換，
∫ ∞

s

F (σ)dσのラプラス逆変換
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127ページ表 6.2のキャプション

　誤：表 6.2　代表的な関数のラプラス変換表２

　正：表 6.2　代表的な関数のラプラス変換表２（a, b：実数）

127ページ表 6.2の (1)～(5)の項

　誤：

(1) H(t − a) e−as

s Re(a)
(2) e−b(t−a)H(t − a) e−as

s+b b

(3) tneat(n = 1, 2, · · ·) n!
(s−a)n+1 Re(a)

(4) eat cos bt s−a
(s−a)2+b2

Re(a)

(5) eat sin bt b
(s−a)2+b2

Re(a)

　正：

(1) H(t − a) e−as

s a

(2) e−b(t−a)H(t − a) e−as

s+b b

(3) tneat(n = 1, 2, · · ·) n!
(s−a)n+1 a

(4) eat cos bt s−a
(s−a)2+b2

a

(5) eat sin bt b
(s−a)2+b2

a

132ページ最終行の後に補足を挿入

解 x(t)は以上のそれぞれの項のラプラス逆変換を計算したものを加えて得られるが，この中には仮におい

た x′(+0) = cが入っているので，条件 x(l) = k2 より，cの値を求めなければならない．よってこの計算され

た cを代入したものが最終的な解 x(t)となる．

141ページ 8行目 ∗

　誤：τ =
π

∆t

　正：l =
π

∆t
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155ページ脚注 ∗

　誤：q(x) = 1

　正：q(x) ≡ 0

163ページ章末問題２の解答 ∗

Iε =
∫ ε

0

e−ax cos bxdx =
∫ ε

0

e−ax

(
sin bx

b

)′

dx

=
[
e−ax sin bx

b

]ε

0

+
a

b

∫ ε

0

e−ax sin bxdx

= e−aε sin bε

b
+

a

b

∫ ε

0

e−ax

(
−cos bx

b

)′

dx

= e−aε sin bε

b
+

a

b

[
−e−ax cos bx

b

]ε

0

− a2

b2

∫ ε

0

e−ax cos bxdx

= e−aε b sin bε − a cos bε

b2
+

a

b2
− a2

b2

∫ ε

0

e−ax cos bxdx

　　　　であるので，

Iε = e−aε b sin bε − a cos bε

a2 + b2
+

a

a2 + b2

　　　　したがって， ∫ ∞

0

e−ax cos bxdx = lim
ε→∞

Iε =
a

a2 + b2
．

177ページ１６行目

　誤：g(x) =
{

1 (−π ≤ x < 0)
−1 (0 ≤ x < π)

　正：g(x) =
{
−1 (−π ≤ x < 0)
1 (0 ≤ x < π)

　*印のついているものは，第３刷までで修正されています．その他お気づきの点がございましたら畑上まで

お願い致します．
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